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上田女子短期大学観光文化研究所 所報 投稿規程
1.本規定は､上田女子短期大学観光文化研究所規程節3条の定める所報発行に関す
るものである｡
2.上田女子短期大学観光文化研究所所報は､上田女子短期大学観光文化研究所(以
下 ｢観光文化研究所｣という)における研究活動の成果を発表するため､毎年1回
以上発行するOなお､名称を ｢学海｣とする0
3.原稿投稿者は､本学専任教員､客員研究員とする｡但し､下記の場合は観光文化
研究所運営委員会の講を経て投稿できる｡
1) 本学専任教員との共同研究者
2) 非常勤講師 (個人の研究によるもの)
3) その他､観光文化研究所運営委員会において必要と認められた場合0
4.投稿原稿は､論文､報告､研究ノートとする｡内容は観光文化もしくは地域文化
に関するものとし､いずれの場合も､原稿は他誌に未発表であることとする｡
5.投稿は1人1縞とする｡但し､共同執筆の場合は､個人執筆を含めて2編までと
する｡
6.原稿の採否は､観光文化研究所運営委員会の決定による｡
7.原稿の分量は､本文 ･図･表 ･注 ･参考文献等を含めて400字詰原稿用紙30枚前
後とする｡
8.校正は､原則として執筆者自身が2回行う｡
9.抜刷は､30部以内を無料とし､それ以上は執筆者負担とする｡
10.本誌に掲載される全ての論文等著作権は本研究所に帰属する｡
ll.本規程の改廃は､観光文化研究所運営委員会の議を経て行う｡
附 則 本規程は､平成14年10月1日より施行するO
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平成23年度 上田女子短期大学観光文化研究所所員
所 長 小池 明
顧 問 中西 満義
主任研究員 大橋 敦夫
研 究 員 西山 秀人､木内公一郎
増田 粂美､佐藤 厚
宮田 嘩朗
≪編 集 後 記≫
◇F所報』第10号をお届けします｡平成15年3月より刊行を開始した本誌も､おか
げさまで10号を数えるまでに至りました｡これもひとえに皆様のご支援､ご厚情の
賜物と心より感謝いたしております｡◇本号は ｢特集｣をうたわずに特集するという趣旨のもと､積極的な投稿を呼びか
けたところ､小池学長の巻頭言以下､諸兄姉より多くの投稿をいただきました｡ま
た､大学当局からは大幅な増貢に対して格別なご配慮を賜りました｡関係各位のご
理解と､ご協力にあつく卸礼申し上げますO
◇ 思い返せば､観光文化研究所の設立記念講演会を開催したのが平成14年7月6日､
この十年間で大学を取り巻く環境も､国内外の情勢も著しい変化を遂げました｡詳
しくは小池学長の巻頭言に譲りますが､本研究所は次の十年に向けてさらなる飛躍
を遂げるペく､現在さまざまな可能性を模索しているところです｡引き続き大方の
ご支援をお願い申し上げます. (2012.3.31西山記)
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